
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

鎧
馬
騎
乗
人
士
の
階
層
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
ー

門

田

誠

一

序

壁
画
や
墓
内
に
施
さ
れ
た
装
飾
の
研
究
は
美
術
様
式
や
文
様
の
比
較
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
壁

画

の
画
題
や
構
図

に
つ
い
て
、
墓
誌
や
墨
書
銘
、
傍
題
な
ど
と
と
も
に
文
献
史
料
と
の
相
関
か
ら
行
う

い
わ
ゆ

る
図
像
学
的
な
研
究

に

よ

っ
て
、
壁
画
を
単
位
や
文
様
と
し
て
の
個
々
の
要
素

の
も

つ
限
界
性
を
突
き
破
り
、
壁
画
が
描
か
れ
た
同
時
代
に
お
け
る
総
合
的
な

資
料
と
し
て
、
位
置
づ
け
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
物
の
冠
服
や
人
物
群

の
構
成
の
分
析
か
ら
、
当
該
時
期

の
風
俗
や
習
慣

の

み
な
ら
ず
、
社
会
や
制
度
な
ど
に
切
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
馬
冑
お
よ
び
馬
甲
に
よ

っ
て
重
武
装
し
た
い
わ
ゆ
る
鎧
馬

に
つ
い
て
も
、
武
器
や
武
装
の
構
成
や
馬

　ユ
　

冑

の
系
譜
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
察
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
日
本
と
韓
国
で
出
土
し
た
馬
冑

・
馬
甲
の
集
成
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て

　こ

文
化
史
的
検
討
や
重
装
騎
兵
を
用
い
た
戦
闘
方
法
な
ど

へ
の
接
近
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
嶺
南
地
方

で
出
土
し
た
馬
冑
の
系
譜
を

高
句
麗
に
求
め
、
そ
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
広
開
土
王
碑
文
に
記
さ
れ
た
永
楽
十
年

(四
〇
〇
)
の
い
わ
ゆ
る
南
征
が
直
接
的
な
契
機

す
　

ぞ
　

と
み
る
見
解
や
重
装
騎
兵

の
役
割
の
変
化
と
戦
闘

に
際
す
る
旦
ハ体
的
な
編
成
も
考
察
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
従
前
の
研
究
は
戦
闘
に
伴
う
重
装
騎
兵
す
な
わ
ち
鎧
馬
の
戦
闘
形
態
や
方
法
、
編
成
や
隊
伍
の
み
が
検
討
の
対
象
と
な

っ

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

二
七



二
八

て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
は
考
察
の
方
向
性
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。
本
論
で
は
先
行
研
究
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、
行
列
図
す
な
わ
ち
鹵

簿

の
構
成
中

に
お
け
る
鎧
馬
の
位
置
づ
け
と
そ
の
他
の
壁
画

に
現
れ
る
鎧
馬
の
場
面
と
を
勘
案
し
、
あ
わ
せ
て
、
同
時
期
の
中
国
の
史

料

に
み
ら
れ
る
鎧
馬
の
意
味
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
鎧
馬
を
焦
点
と
し
て
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
現
れ
る
人
物
群

の
階
層
性

に
つ
い
て

論
及
す
る
。

一

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
み
る
鎧
馬
の
諸
例

如
上
の
考
察
を
行
う
た
め
に
、
ま
ず
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
い
て
、
鎧
馬
が
画
か
れ
て
い
る
例
を
暼
見
し
、
次
節
以
下
の
考
察
に

　　
　

資

す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
鎧
馬

の
構
図
が
確
実
に
存
在
す
る
壁
画
古
墳
と
し
て
、
以
下
の
諸
例
を
あ
げ

て
お
く
。

　　
　

ω

安
岳

三
号
墳

(黄
海
南
道
安
岳
郡

・
図
1
の
ー
)

高
句
麗
壁
画
古
墳
の
最
初
期
の
壁
画
古
墳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
は

一
辺
約
三
三
メ
ー
ト
ル
の
方
台
形
墳
丘
に

羨

道
、
羨
室
、
前
室
、
後
室
が
直
線
的

に
並
ん
だ
複
雑
な
構
造

の
複
室
墳
で
あ
る
。
安
岳
三
号
墳
の
前
室
西
壁

に
は
墨
書
に
よ
る
墓
誌

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
三
五
七
年
に
冬
寿
と

い
う
人
物
が
六
九
歳
で
死
去
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
冬
寿

に
つ

い
て
は
、
『資
治
通
鑑
』
に
よ

っ
て
、
三
三
六
年

に
遼
東
か
ら
侈
寿

(冬
寿
と
音
通
)
が
高
句
麗

に
亡
命
し
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
て

　ヱ
い
る
。

こ
の
古
墳
の
東
側
回
廊
か
ら
北
側
回
廊

に
か
け
て
二
五
〇
人
以
上
の
人
物
が
描

か
れ
た
行
列
図
が
あ
る
。
行
列
図
で
は
墓
主
の
乗

っ

た
牛
車
を
中
心

に
、
多
く
の
騎
馬
が
侍
衛
し
、
さ
ら
に
鼓
笛
隊
、
鎧
馬
に
騎
乗
し
、
甲
冑
で
重
装
し
た
歩
兵
な
ど
、
当
時
の
様
子
が
極

な
　

め
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
行
列
図
に
つ
い
て
は
、
構
成

に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
が
行
わ
れ
て
い
る
。



高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

1安 岳3号 墳

二
九

2徳 興里

図1高 句麗古墳壁画の鎧馬図(1)



三
〇

　ユ

②

徳
興
里
古
墳

(南
浦
市

・
図
ー
の
2
)

徳
興
里
古
墳
は
平
壌
の
南
西
に
あ
る
南
浦
市
江
西
区
域
徳
興
里
の
丘
陵
地
に
あ
り
、

一
九
七
六
年
に
発
見
さ

れ
た
。

こ
の
古
墳
は
墓

主

の
名
前
が
墨
書
さ
れ
た
数
少
な
い
古
墳
で
、
安
岳
三
号
墳
と
と
も
に
被
葬
者

の
特
定
が
可
能
な
古
墳
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

複
室
墳
で
あ
り
、
天
井
を
含
め
た
壁
面
全
体
に
漆
喰
を
塗
り
、
そ
の
上
に
壁
画
を
施
し
て
い
る
。
後
室
北
壁
と
前
室
北
壁
西
側
に
は
墓

主

正
面
座
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
通
路
入
口
の
上
方

に
は

一
四
行

一
五
四
文
字

の
墓
誌
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
、

被
葬
者
は
幽
州
刺
史
の
某
氏
鎮
と
い
う
漢
人
亡
命
者
で
、
四
〇
八
年

に
移
柩
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
鎮
は

「釈
迦
文
仏
」

(釈
迦
牟
尼
仏
)
の
弟
子
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
漢
人
亡
命
者
社
会
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
実
態
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な

っ

て
い
る
。

後
室
の
四
面
は
墓
主
の
ほ
か
に
馬
射
戯
図
、
高
床
倉
庫
、
蓮
花
文
、
七
宝
行
事
図
な
ど
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
天
井
に
は
星
宿

図

が
描

か
れ
、
ま
た
彩
色
さ
れ
た
火
炎
文
や
蓮
花
文
が
周
囲
を
飾

っ
て
い
る
。
前
室
東
壁
に
は
墓
主
の
駕
し
た
と
考
え
ら
れ
る
車
馬
と

そ
の
後

ろ
に
墓
主
夫
人
の
乗

っ
た
と
み
ら
れ
る
牛
車

の
周
囲
に
鎧
馬
に
乗

っ
た
武
装
兵
士
を
含
む
行
列
図
が
描

か
れ
て
い
る
。

　り
　

③

三
室
塚

(吉
林
省
集
安
市

・
図
2
の
ー
)

禹
山
南
麓
に
所
在
す
る
円
形
の
墳
丘
を
も

つ
古
墳
で
、
内
部
に
は
羨
道
と
三
つ
の
石
室
が

「
コ
」
字
形
に
配
さ
れ
て
い
る
他
に
類
を

み
な
い
石
室
構
造
を
と
る
。
羨
道
に
も

っ
と
も
近

い
墓
室

の
北
壁
は

「攻
城
図
」
と
呼
ぼ
れ
る
こ
と
の
多

い
場
面
で
あ
り
、
壁
面
の
上

半
部
左
側
に
門
楼
や
望
楼
と
と
も
に
城
壁
で
構
成
さ
れ
る
城
郭
が
配
さ
れ
て
い
る
。
城
外
の
右
側

(東
側
)
に
疾
走
す
る

一
頭
の
鎧
馬

を
、
も
う

一
頭
の
鎧
馬
が
追
跡
し
、
騎
馬
武
人
が
手
に
し
た
矛
の
石
突
で
、
今
ま
さ
に
前
方

の
鎧
馬
武
人
を
突

い
て
い
る
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
頭

の
鎧
馬
武
士
が
戦
闘
を
行
う
模
様
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
高
句
麗
に
お
け
る
鎧
馬
の
実
際
の
戦
闘
行
為

を

具
体
的
に
示
し
て
い
る
。



　　
　

ω

大
安
里

一
号
墳

(平
安
南
道
龍
岡
郡
)

墳
丘
は
本
来
は
方
形
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
現
状
は
楕
円
形
を
呈
し
、
基
底
部
で
東
西

一
九

・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北

二
二

・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
墓
室
の
構
造
は
羨
道
の
両
側
に
張
り
出
し
た
前
室
が

つ
く
複
室

墓
で
、
玄
室
は
平
面
長

方
形
を
な
し
、
天
井
は
三
角
持
送
り
と
八
角
持
送
り
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
あ
る
。

壁
画
は
前
室

・
羨
道

・
玄
室

に
描
か
れ
て
い
る
が
、
全
体

に
剥
落
が
著
し
い
。
そ
の
な
か
で
も
前
室
の
壁
画

は
南
壁
に
描
か
れ
て
い

る
狩
猟
図
を
除

い
て
、
他
の
画
面
に
は
基
本
的
に
墓
主
の
乗
り
物
と
さ
れ
る
車
輿
を
中
心
と
し
た
行
列
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
行
列
の

一
部
を
構
成
す
る
と
み
ら
れ
る
前
室
東
壁
壁
画
の
上
部
に
は
手
に
矛
と
み
ら
れ
る
武
器
を
携
え
、
甲
冑

に
身
を
固
め
、
鎧
馬

に
跨

っ
た

騎
兵
が
描

か
れ
て
い
る
。

　ほ
　

⑤

八
清
里
古
墳

(平
安
南
道
大
同
郡

・
図
3
の
ー
)

平
壌
市

の
西
側
の
大
同
郡
に
属
す
る
八
清
里
集
落
の
丘
陵
上
に
所
在
す
る
古
墳
群
の
な
か
に
あ
る
壁
画
古
墳

で
あ
り
、
墳
丘
は
直
径

二

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
が
残
存
す
る
と
い
う
。
前

・
後
室
と
甬
道
か
ら
な
る
複
室
墓
で
あ
り
、
甬
道
の
中
央

に
は
石

製

の
柱
が
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
盗
掘
と
破
壊
に
よ
り
、
天
井
は
残

っ
て
い
な
か

っ
た
。
壁
画

の
主
題
は
生
活
風
俗
図
で
あ
る
が
、

そ

の
な
か
で
前
室
東
壁
に
は
雑
伎

の
場
面
に
四
人
の
騎
馬
人
物
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
先
頭
の

一
人
は
甲
冑
を
着
用
し
、
鎧
馬

に
騎
乗

　ヨ

し

て
い
る
。
こ
の
場
面
は
行
列
図
と
し
て
も
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
雑
伎
を
画
面
右
端
の
墓
主
が
眺
め
る
構
図
と
さ
れ
る
。

　む

⑥

通
溝

一
二
号
墳

(中
国
吉
林
省
集
安
市

・
図
2
の
2
)

禹
山
山
麓
に
広
が
る
古
墳
群

の
な
か
で
は
、
道
路
沿

い
の
低
い
位
置
に
所
在
す
る
壁
画
古
墳
で
あ
り
、
戦
前

に
壁
画
の
存
在
が
し
ら

れ

て
い
た
。

一
封
土

に
南
北

二
室

の
石
室
が
あ
り
、
双
方
と
も
に
平
面
は
正
方
形
を
呈
す
る
。
北
石
室
は
羨
道

の
北
側

に
の
み
側
室

(耳
室
)
が
あ
り
、
天
井
は
四
阿
式
天
井
で
あ
る
。
南
石
室
は
羨
道
の
南
北
に
側
室
が
付
き
、
天
井
は
平
行
持
送
り
構
造
を
と
る
。

南
石
室

の
壁
画
に
は
厩
舎
の
図
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら

「馬
槽
塚
」
と
も
呼
ぼ
れ
る
。
こ
の
古
墳
の
壁
画
の
な
か
で
は
、
馬

の
表
さ
れ

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

一一=



三
二

た
場
面
が
重
要
な
位
置
を
占
め
、
な
か
で
も
冑
を

つ
け
た
馬
を
止
め
て
、
そ
の
傍
ら
で
敵
の
武
人
の
首
を
刎
ね

て
い
る
場
面
は
、
騎
馬

武
人
の
戦
闘
の
あ
り
さ
ま
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
古
墳
の
壁
画
で
は
馬
胄
を

つ
け
た
広
義
の
鎧
馬
に
よ
る
実
際

の
戦
闘
行
為
が
描
か
れ

て

い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

　ま

ω

薬
水
里
古
墳

(平
安
南
道
江
西
郡

・
図
2
の
3
)

両
側
に
側
室
が
つ
く
前
室
と
玄
室
か
ら
な
る
複
室
構
造

の
石
室
墓
で
、
前
室

・
玄
室
と
も
穹
窿
状
天
井
の
上
部
を
隅
三
角
持
送
り
に

し
た
天
井
構
造
を
と
る
。
前
室
北
壁
に
は
帷
帳
を
め
ぐ
ら
し
た
中
の
座
牀
に
、
拱
手
し
、
正
面
を
向
い
て
端
座

す
る
墓
主
像
が
描
か
れ

て

い
る
。

前
室
南
壁
に
は
墓
主
の
乗

っ
た
輿
車
を
中
心
と
し
た
行
列
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
行
列
は
旗
を
持

っ
た
騎
馬
や
蓋
傘
を
支
持
す
る
徒

歩

の
人
物
な
ど
、
牛
車
に
乗

っ
た
主
人
公

の
権
威
を
示
す
人
物
群
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
墓
主
の
威
儀

に
基
づ
く
鹵
簿
を
表
し

て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
徒
歩
の
人
物
の
中

に
は
人
物
が
楽
人
や
雑
技
を
行
う
人
物
を
含
む
。
鎧
馬
は
墓
主

の
牛
車
の
後
方

に
整
然
と
並

ん
で
描
か
れ
て
お
り
、
鹵
簿
の
行
列
を
構
成
し
て
お
り
、
そ
の
威
儀
を
示
す
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　め
　

⑧

双
楹
塚

(平
安
南
道
龍
岡
郡
)

前

・
後
室
か
ら
な
る
石
室
墳

で
、
二
つ
の
石
室
の
問

に
装
飾
さ
れ
た
八
角
形
の
石
柱
が
二
本
立

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

玄
室
奥
壁

(北
壁
)
に
は
建
物

の
中
に
張
ら
れ
た
帷
帳

の
下
に
拱
手
し
て
、
並
座
す
る
墓
主
夫
婦
像
が
描
か
れ

て
い
る
。
両
側
の
羨
道

の
壁
面
に
は
種
々
の
人
物
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
鎧
馬
は
東
壁
に
甲
冑
を
着
け
た
武
人
が
騎
乗
す
る
姿
で
描

か
れ
て
い
る
。
鎧
馬

の
後

ろ
に
は
牛
車
が
描

か
れ
て
お
り
、
豪
華
な
屋
根
と
長
方
形
の
窓
が
あ

っ
て
、
入
り
口
に
は
赤

い
縁
飾
り
を
付
け
た
帳
が
あ
り
、
後
ろ
に

は
侍
女
が
立

つ
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
こ
の
牛
車
は
出
行
の
主
人
公
で
あ
る
墓
主
の
乗
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
男
女
立

像

、
太
鼓
を
打

つ
人
物
、
矛
を
持

っ
て
舞
う
人
物
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
も
出
行
図
を
構
成
す
る
。
双
楹
塚
の
鎧
馬

は
出
行
図
の
な
か
で
墓
主

の
駕
乗
す
る
牛
車
を
警
衛
し
、
か
つ
墓
主
の
権
威
と
格
式
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。



か
　

⑨

鎧
馬
塚

(平
壌
市

・
図
3
の
2
)

大
城
山
西
南

一
帯
に
は
高
句
麗
古
墳
が
散
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
基
で
、
鎧
馬

の
図
が
あ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
南
東
を
向
く
単
室
墓
で
、
天
井
は
平
行

・
三
角
持
送
り
の
構
造
を
と
る
。
玄
室
内
に
は
二
つ
の
石
製
棺
台
が
置
か
れ
て
い

た
。壁
画
は
漆
喰

の
上
に
描
か
れ
て
お
り
、
行
列
図
が
玄
室
西
壁
持
送
り
部
に
描

か
れ
て
い
る
。
お
な
じ
く
玄
室
西
壁
持
送
り
部
に
は
、

馬
胄

・
馬
甲
を
着
け
た
馬
の
前
方
に
羽
毛
の
よ
う
な
前
飾
り
を
付
け
た

「宝
冠
」
と
さ
れ
る
説
も
あ
る
冠
を
被

り
、
袖
口
に
黒

い
縁
飾

り
を
付
け
た
上
着
を
き
た
人
物
が
立

っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
に
は
鳥
翼
形
冠
を
被

っ
た
侍
者
が

つ
き
従
う
。
こ
の
人
物
の
背
後
に
は
傍

題
と
し
て

「冢
主
着
鎧
馬
之
像
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
鎧
馬
が
墓
主
の
乗
物

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
構
図
か
ら
、

先
頭
に
描
か
れ
た

「宝
冠
」
と
も

い
わ
れ
る

一
際
立
派
な
冠
と
衣
服
を
着
け
た
人
物
が

「
冢
主
」
で
あ
り
、
鎧
馬
は
こ
の
人
物

の
乗
馬

　お
　

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墨
書
に
よ

っ
て
、
高
句
麗
時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
馬
冑

・
馬
甲
を
着
け

た
重
馬
装
を
施
さ
れ
た

馬
が

「鎧
馬
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
点
で
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
鎧
馬
に
付
随
し
て
鞭
を
持

つ
人
物
と
、
手
綱
を
と

る
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
馬
夫
を
表
す
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
他

に
羨
道
西
壁
に
も
、

一
頭

の
鎧
馬
に
騎
乗
し

た
兵
士
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
と
く
に
人
物
の
部
分
は
剥
落
が
著
し
い
。

こ
れ
ら
の
古
墳
の
年
代

に
つ
い
て
、
先
行
研
究

の
言
及
を
摘
要
す
る
と
、
朱
栄
憲
氏
は
薬
水
里
、
三
室
塚
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀

　
む
　

初
め
、
大
安
里

一
号
墳
、
八
清
里
は
五
世
紀
初
葉
か
ら
中
葉
、
双
楹
塚
に
つ
い
て
は
五
世
紀
末
、
鎧
馬
塚
は
六
世
紀
と
す
る
。
金
元
龍

氏
は
薬
水
里
、
八
清
里
を
五
世
紀
前
半
、
通
溝

一
二
号
墳
、
三
室
塚
、
大
安
里

一
号
墳
、
.双
楹
塚
を
五
世
紀
中
葉
に
ち
か
い
前
半
、
鎧

お
　

ギ
　き

馬
塚
は
六
世
紀
前
半
と
す
る
。
李
殿
福
氏
は
三
室
塚
を
四
世
紀
中
葉
か
ら
五
世
紀
中
葉
と
す
る
。
緒
方
泉
氏
に
よ
る
集
安
所
在

の
古
墳

ま
　

の
編
年
で
は
通
溝

一
二
号
墳
を
四
世
紀
中
葉
か
ら
末
葉
、
三
室
塚
を
五
世
紀
中
葉
か
ら
五
世
紀
後
半
と
す
る
。
東
潮
氏
は
大
安
里

一
号

墳
を
含
む
大
安
里
古
墳
群
を
五
世
紀
前
葉
、
三
室
塚
を
五
世
紀
後
葉
、
薬
水
里
に
つ
い
て
も
五
世
紀
後
葉
と
し
、
鎧
馬
塚
を
含
む
平
面

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

三
三
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図3高 句麗古墳壁画の鎧馬図(3)



三
六

正
方
形
の
単
室
墓
で
、
天
井
は
平
行
三
角
持
送
り
構
造
を
と
る
石
室
は
平
壌
地
域
に
多
く
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を

「平
壌
型

　お
　

石
室
」
と
し
て
類
型
化
し
、
六
世
紀
代
に
盛
行
す
る
と
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
年
代
観

に
は
研
究
者
間
の
差
異
が
あ
る
が
、
全
般
的
に
み
て
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧

馬
の
図
は
三
五
七
年
の

墨
書
紀
年
が
あ
る
安
岳
三
号
墳
を
も

っ
と
も
早
い
例
と
し
て
、
鎧
馬
塚
の
よ
う
な
単
室
墓
に
も
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
世
紀

か
ら
六

世
紀
代
に
か
け
て
盛
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二

壁
画
構
成
に
お
け
る
鎧
馬
の
位
置

こ
こ
ま
で
暼
見
し
た
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
鎧
馬
は
、
そ
の
場
面
と
構
図

に
よ

っ
て
、
以
下
の
よ
う

に
類
型
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
e

出
行
図
を
構
成
す
る
場
合

⇔

戦
闘

の
場
面

日

鎧
馬
の
み
で
描
か
れ
る
場
合

こ

の
な
か
で
基
本

の
構
図
と
な
る
e
の
例
と
し
て
は
、
安
岳
三
号
墳
、
徳
興
里
古
墳
、
双
楹
塚
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
安
岳
三
号

墳

の
出
行
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
写
真
を
も
と
に
精
細
な
書
き
起
こ
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
箇
所
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
出
行
図
を
中
国
古
代

の
鹵
簿
と
比
較
し
、
と
り
わ
け

『晋
書
』
與
服
志
に
み

　ぬ
　

ら
れ
る
鹵
簿
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。

元
来
、
鹵
簿
と
は
中
国
古
代
に
お
け
る
天
子
の
行
列
を
指
す
が
、
転
じ
て
儀
杖
を
備
え
た
行
列
、
行
幸
を
示

す
よ
う
に
な

っ
た
。
鹵

簿

は
公
式
と
略
式
の
両
様

で
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、

一
般
的
に
正
史
の
記
述
で
は
車
馬
に
乗
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
高
句



麗
壁
画
古
墳
と
年
代
的
に
ち
か
い

『晋
書
』
や

『宋
書
』
の
輿
服
志
に
詳
細
な
規
定
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『晋
書
』
幽
ハ服
志
の
車
制
で
は
、
車
種

と
し
て
は
安
車
、
雲
母
車
、
画
輪
車
、
油
幢
車
、
油
耕
車
、
朝
車
が
あ
り
、
そ

の
な
か
で
も
華
や
か
な
装
備
と
装
飾
を
も

つ
安
車
が
、
官
人

・
諸
侯
に
対
す
る
西
晋
車
制
体
系
の
中
核
を
な
す
と
さ
れ
、
彼
ら
の
権
威

を
規
定
す
る
表
徴
で
あ

っ
た
。
西
晋
代

に
お
け
る
車
制
を
通
じ
て
当
該
期

の
礼
制
を
論
じ
た
小
林
聡
氏

に
よ
れ
ば
、
安
車
に
は
お
お
む

ね
皇
太
子
-
諸
王
-
諸
侯
t
特
進
以
下
ー
中
二
千
石
ー
二
千
石
i
千
石
-
六
百
石
の
序
列
が
存
在
し
た
と
さ
れ
、
安
車
は
す
な
わ
ち
、

官
人

・
諸
侯
の
た
め
の
公
的
車
制

の

一
つ
で
あ
り
、
秩
石
を
基
準
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
輅
車
は
元
来
は
軍
用
で
あ

り
、
広
く
商
人
等
も
用
い
た
車
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
西
晋
代
に
は
尚
書
省
高
官
な
ど
の
乗
用
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
南
朝
以
降

　あ
　

は
輅
車

の
制
度
が
発
展
し
、
公
的
車
制
の
中
心
と
な

っ
て
い
く
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
車
制
は
官
人

・
諸
侯
の
秩
石
や
身
分
表
徴
た
る
こ
と
に
よ
り
、
詩
文
に
も
表
さ
れ
た
。
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
時
期
的
に

ち

か
い
詩
を
あ
げ
る
と
、
東
晋
代

の
隠
逸
詩
人
と
し
て
著
聞
す
る
陶
淵
明
の
詩

に

「野
外
人
事
罕
(ま
れ
)
に
し
て
、
窮
巷
輪
鞅
寡

(す

　め
　

く
な
)
し
」
と
あ
り
、
田
野
で
は
世
間
的
な
社
交
も
ま
れ
で
、
窮
し
た
小
路

に
は

「輪
鞅
」
す
な
わ
ち
車
馬
の
訪
れ
が
少
な

い
と
嘆

い

て
い
る
。
ま
た
、
官
職
を
辞
し
て
田
園
生
活
に
戻
り
、
酒
を
酌
み
つ
つ
詠
じ
た
断
片
を
集

め
て
連
作
詩

に
構
成

し
た
な
か
の

一
首
に

　む

「廬
を
結
ん
で
人
境

に
在
り
、
而
も
車
馬
の
喧
無
し
」
と
あ
り
、
人
里
に
廬
(
い
お
り
)
を
構
え
た
が
、
車
馬

の
訪
れ
に
よ
る
喧
騒
が
な

い
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の

「輪
鞅
」
や

「車
馬
」
は
、

一
般
的
に
は
そ
れ
ら
に
駕
し
た
高
級
官
僚
の
代
名
詞
と
解
さ
れ
る
。
陶
淵

明

は
東
晋
か
ら
劉
宋
の
初
め
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
四
世
紀
半
ば
か
ら
五
世
紀
前
葉
に
か
け
て
生
き
た
が
、
こ
れ
は
高
句
麗
壁
画
古
墳

が
始
原
し
、
展
開
し
て
い
く
時
期
と
重
な

っ
て
い
る
。
陶
淵
明
は
日
常
を
活
写
し
た
詩
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
で
も
高
句
麗
壁
画
古

墳

と
同
時
期
の
中
国
の
知
見
と
し
て
、
斟
酌
す
べ
き
作
品
で
あ
り
、
当
該
期
に
も
車
馬
が
高
級
官
僚
を
具
現
す

る
も
の
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
卑
近
な
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

い
っ
ぼ
う
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
で
は
輿
車
を
引
く
動
物
と
し
て
、
馬
の
他
に
牛
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
墓
主
あ
る
い
は
墓
主
夫

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

三
七



三
八

人

の
乗
り
物
と
し
て
の
牛
車
で
あ
る
。
牛
車
の
使
用
は

『
三
国
志
』
董
卓
伝
に
は
、
董
卓

の
死
後
、
そ
の
臣
で
あ

っ
た
李
催
や
郭
氾
の

　お
　

専
横
を
避
け
て
、
後
漢
末

の
献
帝
が
安
邑

(現
在
の
山
西
省
西
南
部
)
に
移
さ
れ
た
時
に
牛
車
に
乗

っ
た
、
と
あ
り
、
『晋
書
』
輿
服

志

に
は
こ
の
記
載
に
よ

っ
て
、

い
に
し
え
の
貴
人
は
牛
車
に
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
前
漢
の
武
帝
が
諸
侯

の
な
か
で
も
身
寄
り
が
な
く
、

身
体
が
弱

い
者
、
貧
し
い
者
に
は
牛
車

に
乗
る
恩
恵
が
及
ぶ
よ
う
に
す
す
め
た
結
果
、
そ
の
後
は
徐
々
に
貴
人

た
ち
に
も
行
わ
れ
る
よ

う

に
な
り
、
後
漢
の
霊
帝

・
献
帝
以
来
、
天
子
か
ら
士
人
に
い
た
る
ま
で
常

に
牛
車
に
の
る
こ
と
に
な
り
、
天

子
が
朝
堂
に
出
て
、
葬

　ゆ
　

礼

に
際
す
る
挙
哀
の
霊
に
際
し
て
も
牛
車
に
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
と
、
記
し
て
い
る
。
三
国
時
代
以
降

に
は
各
階
層

で
牛
車
が
用
い
ら

れ
る
よ
う

に
な
り
、
晋
代

に
な
る
と
、
安
岳
三
号
墳
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
墓
室
の
壁
画

に
牛
車
の
描
か
れ
る
例
が
増
え
、
南
北
朝
期

　　
　

に
い
た
る
と
高
位
の
人
物
が
乗
る
牛
車

に
関
す
る
壁
画
や
実
物
資
料
が
増
加
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鹵
簿

の
主
人
が
駕
す

輿
車
と
し
て
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
は
車
馬
の
ほ
か
に
牛
車
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
高
句
麗
古
墳
壁
画

の
行
列
図
に
お
け
る
墓
主

の
乗
り
物
と
し
て
の
牛
車

の
存
在
と

一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
正
史
に
み
え
る
車
馬
や
鹵
簿
の
規
定
を
参
考
と
し
て
、
高
句
麗
古
墳
壁
画

の

「行
列
図
」
「出
向
図
」
と
呼
ぼ
れ
る
構

図
を
み
る
な
ら
ば
、
鹵
簿

の
主
催
者
の
威
儀
を
示
す
出
行
図
は
中
華
世
界
に
お
け
る
官
秩
に
よ
る
身
分
秩
序

の
規
範
を
前
提
と
す
る
も

の

で
あ
る
か
ら
、
車
馬
出
行
図
が
壁
画
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
合
、
車
馬
に
駕
乗
す
る
の
は
墳
墓
お
よ
び
出
行
図
の
主
人
公
で
あ
る

墓

主
そ
の
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
岳
三
号
墳
で
は
、
車
馬
に
は
墓
主
で
あ
る
冬

(侈
)
寿
が
駕
乗
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

車

馬
が
描
か
れ
て
い
る
そ
の
他
の
壁
画
古
墳
の
場
合
も
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究

に
お
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
墓
主
そ
の
人
が
駕

乗

し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
双
楹
塚
で
は
牛
車
の
前
に
、
尾
部
に
寄
生
を
立
て
た
鎧
馬

に
乗
り
、
甲
胄
に
身
を

固

め
、
右
手
に
は
矛
と
み
ら
れ
る
長
兵
を
携
え
た
騎
兵
が
描
か
れ
て
お
り
、
牛
車

の
後
ろ
に
は
侍
女
が
立

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
物

は
車

に
駕
乗
す
る
人
物
の
威
儀
を
示
し
て
い
る
。

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
鎧
馬
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が

「
出
行
図
」
と
か

「行
列
図
」
と
呼
ば
れ
た
車
馬
に
駕
乗



し
た
墓
主

の
鹵
簿
を
構
成
し
、
基
本
的

に
は
墓
主

の
威
儀
を
表
徴
す
る
隊
伍
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三

中
国
史

・
資
料

に
み
え
る
鎧
馬

こ
の
よ
う
に
高
句
麗
古
墳
壁
画

に
し
ば
し
ば
描

か
れ
た
鎧
馬
は
、
中
国
の
史
料
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
現

れ
る
か
を
暼
見
し
て
お

き
た

い
。

鎧
馬
は
し
ば
し
ば
戦
争
の
際

の
戦
利
品
と
さ
れ
た
。
唐
代
以
前
の
時
期
を
対
象
と
し
て
記
述
さ
れ
た
正
史
の
な
か
で
、
「鎧
馬
」
に

つ
い
て
は
十
九
箇
所
に
及
ぶ
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
七
箇
所
が
戦
争
に
よ
る
鹵
獲
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
三
国
の
抗
争
の
な
か
で
、
魏

の
呉
蜀
と
の
江
陵
で
の
戦

い
に
際
し
て
、
王
昶
が
江
陵
を
攻
め
た
時

(二
五
〇
年
)
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
戦
闘

で
魏
が
戦
利
品
と
し
て
奪

っ
た
呉
の
鎧
馬
と
冑
を
被
せ
た
呉
軍
兵
士
の
首
を
載

せ
、
呉
の
江
陵
城
の
周

　ヨ

り
を
駆
け
回
ら
せ
て
、
呉
の
軍
を
怒
ら
せ
る
と
と
も
に
伏
兵
に
よ
っ
て
呉
軍
を
待
ち
伏
せ
た
結
果
、
王
昶
は
勝
利
を
得
た
。

こ
の
時
の

戦
功

に
よ

っ
て
、
彼
は
征
南
大
将
軍

・
儀
同
三
司
に
任
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
、
鎧
馬
は
こ
れ
を
見
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
鹵
獲
さ
れ
た
相
手
が
怒
り
、
高
ぶ
る
ほ
ど
に
戦
闘
の
際
の
武
威
を
示
す
有
力
な
戦
利
品

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
永
嘉
六
年

(一一コ

ニ
)
十
二
月
、
王
浚
が
督
護
の
王
昌
、
遼
西
公
の
段
疾
陸
眷
、
そ
の
弟
の
段
匹
単
、
段
文
鴦
、
そ
し
て
従

兄
弟

の
段
末
破
を
し
て
、
襄
国
の
石
勒
を
攻
撃
し
た
。
石
勒
が
孔
萇

に
精
兵
を
授
け
、
段
末
破

の
陣
中
に
攻
め
入

っ
て
苦
戦
し
て
退
却

し
た
際
、
段
末
破
は
こ
れ
を
追
撃
し
て
敵
の
陣
中
ま
で
深
入
り
し
た
の
で
、
却

っ
て
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
段
末
破
が
捕
ら
え
ら

れ
る
と
、
段
疾
陸
眷
の
兵
卒
は
雪
崩
を
打

っ
て
逃
げ
出
し
た
が
、
孔
萇
は
こ
れ
を
追
撃
し
、
三
十
余
里
追

い
か
け
て
、
鎧
馬
五
千
匹
を

　
お
　

奪

っ
た
。
こ
の
五
千
匹
と
い
う
の
は
、
誇
張
な

い
し
は
比
喩
的
に
用
い
て
、
戦
勝
の
大
な
る
こ
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
大

勝
を
示
す
た
め
に
鹵
獲
し
た
戦
利
品

の
曲
ハ型
と
し
て
鎧
馬
の
数
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

三
九



四
〇

そ
の
後
、
石
勒
は
、
段
末
破
を
人
質
に
し
て
、
段
疾
陸
眷
に
和
睦
を
交
渉
し
た
際
に
、
段
疾
陸
眷
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
段
文
鴦

の

反
対
を
押
し
切

っ
て
、
賄
賂
と
し
て
石
勒

に
鎧
馬
二
百
五
十
匹
、
金
銀
各

一
麗
と
を
与
え
、
段
末
破
の
三
人
の
弟
を
身
代
わ
り
と
し
て

　　
　

彼

の
身
柄
を
請
う
た
。
こ
こ
で
は
質
と
な

っ
た
段
末
破
を
奪
還
す
る
た
め
の
代
償

の

一
つ
と
し
て
鎧
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
鎧
馬
の
貴
重
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
く
、
五
胡
十
六
国
時
代

に
鎧
馬
が
臣
下
に
下
賜
さ
れ
た
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

穆
帝

の
永
和
五
年
、
正
月
、
皇
帝
位

へ
即
い
た
石
虎

の
命
を
受
け
た
統
冠
将
軍
姚
弋
仲
は
八
千
余
人
を
率

い
て
鄰
ま
で
や

っ
て
来
て
、

病
中

の
石
虎
に
謁
見
を
求
め
、
諫
言
を
行

っ
た
。
姚
弋
仲
は
貴
人
だ
ろ
う
が
賤
人
だ
ろ
う
が
、
「汝
」
と
呼
び

か
け
た
ほ
ど
狷
直
な
性

格

で
あ
り
、
石
虎
も
ま
た
、
こ
れ
を
責
め
ず
、
さ
す
が

の
石
虎
も
姚
弋
仲
の
剛
直
を
憚
り
、
彼

の
諌
言
に
対
し

て
、
鎧
馬
を
下
賜
し
、

　ぬ

　

使
持
節

・
侍
中

・
征
西
大
将
軍

・
西
平
郡
公
に
任
じ
て
重
ん
じ
た
、
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
魏
晋
代
な
ら
び
に
五
胡
十
六
国
に
お
い
て
は
、
鎧
馬
は
賜
与
物
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
功
績
や

功
労
の
対
価
で
あ

っ
た
。

甲
胄
を
つ
け
た
馬
装
は
、
「鉄
馬
」
「鉄
騎
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
と
く
に
こ
れ
ら
の
語
は
戦
闘
に
際
し
て
、
数

量
的
に
武
備
と
し
て
の

構
成
規
模
を
現
す
場
合

に
用

い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「戦
車
万
乗
、
鉄
馬
万
」
(『晋
書
』
巻

一
二
八

・
慕
容
超
伝
)
、
「戦
士

一
万
鉄

馬

二
千
」
(『宋
書
』
巻
七
四

・
沈
攸
之
伝
)
、
「歩
卒
二
万
、
鉄
馬

一
千
」

(『宋
書
』
巻
八
四

・
鄲
碗
伝
)
、
「
鋭
卒
万
計
、
鉄
馬
千
」

(『梁
書
』
巻
>>1
1
・
袁
昂
伝
)
、
「
甲
卒
十
二
万
、
鉄
馬
八
千
匹
、
軍
威
甚
盛
」
(『魏
書
』
巻
七
三

・
崔
延
伯
伝

)、
「戦
士
十
万
、
鉄
馬

三
千
」

(『南
史
』
巻
三
七

・
沈
慶
之
/
沈
攸
之
伝
)
な
ど
の
よ
う
に
、
士
卒
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
、
軍
隊
の
規
模
を
い
う
際

の
慣
用

的
な
表
現
と
さ
れ
て
い
る
。

鉄
騎
も
、
ま
た
同
様
で
あ
り
、
「総
兵
七
万
、
鉄
騎
五
千
」
(
『晋
書
』
巻

一
二
二

・
呂
光
伝
)、
「歩
兵
三
十
七
万
、
車

一
万
七
千
乗
、

鉄
騎
五
万
三
千
」
(
『晋
書
』
巻

一
二
七

・
慕
容
徳
伝
)、
「鉄
騎

二
千
、
水
歩
斉
挙
、
大
軍
三
万
」

(『宋
書
』
巻

四
四

・
謝
晦
伝
)、
「率



衆

二
万
、
鉄
騎
数
百
匹
L
(『宋
書
』
巻
七
九

・
桂
陽
王
休
範
伝
)
な
ど

の
よ
う
に
兵
馬
の
数
を
示
す
場
合
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　
　
　

い

っ
ぽ
う
、
こ
こ
ま
で
鎧
馬
と
呼
ん
で
き
た
馬
胄
と
馬
甲
に
よ
る
馬
装

に
対
し
て
、
「甲
騎
具
装
」
と
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ

の
語
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
取
り
扱

っ
て
い
る
時
代
よ
り
後

の
史
料
で
は
あ
る

『宋
史
』
に
み
ら
れ
る
語
を
根

拠
と
し
て
お
り
、
ま
た

「
甲
騎
」
と

「旦
ハ装
」
と
は
必
ず
し
も
組
み
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独

に
用

い
ら
れ
る
場
合
が

多

い
。
と
く
に

「具
装
」
に
つ
い
て
は
、
馬
装
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
劉
宋
代
の
林
邑
王
笵
陽
邁
の
よ
う
に
時

に
は
象
に
具
装
を
着
け
、

ホ
　

戦
闘

に
用

い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

「具
装
」
に
関
す
る
記
述

の
な
か
で
も
、
斉
の
廃
帝
と
呼
ば
れ
る
六
代
東
昏
侯
に
関
わ
る
記
述
は
注
目
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
東
昏

侯

は
皇
族
の
み
な
ら
ず
官
僚
、
民
衆
を
虐
殺
し
て
ま
わ
り
、
宮
廷
で
は
過
剰
な
奢
侈
を
し
た
結
果
、
宗
族

の

一
人
で
あ
る
蕭
衍
に
よ

っ

て
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
原
因
と
な

っ
た
奢
侈
と
乱
行
の
記
述
の
中
に

「
銀
蓮
葉
具
装
鎧
」
を
着
せ
た
騎
馬
を
従
え
て
、

　　
　

宮

殿
に
入

っ
て
来
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
銀
の
馬
冑
と
馬
甲
は
皇
帝
を
侍
衛
す
る
騎
馬
に
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
奢
侈
の

一
つ
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
出
土
資
料
に
目
を
移
す
と
、
本
論
で
鎧
馬
と
呼
ん
だ
重
装
の
騎
馬
俑
が
、
北
朝

の
墳
墓
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は

一
般
的
に
知

ら
れ
て
お
り
、
挙
例
す
る
に
は
遑
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
出
行
に
伴
う
侍
衛

の
任
を
担
う
が
、
鹵
簿

に
お
け
る
主
人
公
の
官

秩
等
を
示
す
表
徴
は
見
当
た
ら
ず
、
鹵
簿
の
主
と
の
関
係
は
具
体
的
に
は
明
確
に
し
が
た
い
。
重
装
騎
馬
俑
に

つ
い
て
の
知
見
は
、
先

学

の
研
究
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
官
職
が
推
定
さ
れ
る
南
朝
墓

の
出
土
資
料
を
暼
見
し
て

お
こ
う
。
そ
れ
は
南
朝

の
皇
帝
や
皇
族
の
墓
と
さ
れ
る
い
く

つ
か
の
大
墓
を
構
築
し
て
い
る
画
像
慱
に
施
さ
れ
た
鎧
馬
図
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
、
図
像

の

残
存
状
態
と
表
現
の
特
徴
か
ら
、
豊
か
な
具
体
的
知
見
が
え
ら
れ
る
の
が
江
蘇
省
丹
陽
の
胡
橋
大
墓
で
あ
る
。

こ
の
墓
は
南
側
に
甬
道

を
設
け
た
平
面
が
小
判
形

に
ち
か
い
慱
室
墓
で
あ
り
、
天
井
は
ア
ー
チ
状
を
呈
す
る
。
東
壁
と
西
壁
に
は
上

.
中

.
下
部
に
あ
わ
せ
て

七
幅
の
慱
画
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
五
幅
は
比
較
的
残
存
状
態
が
良
好
で
あ

っ
た
。
と
く

に
西
壁
下
部

の

「騎
馬
武
士
」
と
さ
れ
た
摶

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

四

一



四
二

画

が
あ
り
、
重
装
騎
馬
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
慱
画
に
は
甲
冑
で
身
を
固
め
、
背
に
弓
を
負

い
、
腰
に
剣
を
佩
用
し

た
人
物
が
、
同
じ
く
馬
胄
と
馬
甲
で
重
武
装
し
、
尻
に
は
寄
生
を
挿
し
た
馬
に
騎
乗
す
る
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
。
馬
上
の
人
物
の
頭
上

に
は
前
が
低
く
、
後
ろ
が
高

い
被
り
物
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
報
告
者
は
こ
れ
に
対
し
て
、
南
朝

で
騎
吏
や
武

吏
が
被

っ
た

「赤
嘖
」

で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
報
文
で
は
、
こ
の
騎
馬
武
士
が
佩
用
し
て
い
る
剣
が
木
剣
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は

『晋
書
』
輿
服
志
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
、
す
な
わ
ち
、
漢
制
で
は
皇
帝
か
ら
百
官

に
い
た
る
ま
で
、
剣
を
佩
用
す
る
こ
と
は
な
く
、

そ

の
後
、
た
だ
朝
す
る
時
の
み
に
剣
を
佩
し
た
の
で
あ
り
、
晋
の
世
に
な

っ
て
、
こ
の
剣
は
木
を
も

っ
て
代
え
ら
れ
、
貴
者
は
玉
首
を

用

い
、
賤
者
は
貝
や
金
銀
、
玳
瑁
を
も

っ
て
彫
し
、
飾

っ
た
と
い
う
記
逓
に
適
合
す
る
と
論
じ
て
い
麺
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
不
分

明
な
慱
画

の
み
か
ら
、
剣

の
材
質
ま
で
特
定
で
き
る
か
疑
義
が
残
る
に
し
ろ
、
鎧
馬
に
ま
た
が

っ
た
重
武
装
の
人
士
が

「騎
吏
」

で
あ

っ
て
、
高
位

の
職
で
は
な
い
と
す
る
見
解

は
参
照
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
南
朝
に
お
け
る
鎧
馬
騎
乗
階
層

の
位
置
づ
け
が
推
断
さ
れ
る
考

古

資
料
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

こ
こ
で
暼
見
し
た
よ
う
に
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
る
鎧
馬
は
、
同
時
期

の
中
国
に
お
い
て
、
前
述

の
よ
う
に
戦
闘
の
際
の
重
要

な
鹵
獲
対
象
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
が
転
じ
て
戦
争
に
際
し
て
、
和
を
結
ぶ
時
の
代
償
と
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
為
政
者
が
臣

下

に
褒
賞
と
し
て
与
え
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
南
朝
の
例

で
あ
る
が
、
皇
帝
に
近
侍
す
る
騎
馬
に
は
甲
冑
を

着

け
て
い
た
が
、
そ
れ
が
銀
装

で
あ
る
こ
と
は
皇
帝
に
あ

っ
て
も
、
過
度
な
奢
侈
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
南
朝

の
慱
画
に

表
現
さ
れ
た
鎧
馬
騎
士
も
、
吏
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
る
鎧
馬
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
敷
衍
し
て
、
次
に
高
句
麗
の
構

成
民
や
社
会
お
け
る
鎧
馬
騎
乗
人
士
の
位
置
づ
け
を
行

い
た
い
。



四

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
兵
士
の
階
層

既
述
の
よ
う
に
高
句
麗
古
墳
壁
画

の
な
か
で
、
鎧
馬
が
み
ら
れ
る
の
は
出
行
図
の
中
で
主
人
の
車
馬
や
牛
車

の
近
く
に
侍
し
て
、
警

衛
し
、
か
つ
出
行
の
隊
列
の
格
式
と
権
威
を
示
す
例
が
多

い
。

い
っ
ぽ
う
、
高
句
麗
古
墳
壁
画

の
な
か
に
は
、
鎧
馬
に
騎
乗
し
た
人
士
た
ち
と
は
異
な
る
場
面
で
墓
主
と
そ
の
乗
馬
が
描
か
れ
て
い

る
構
図
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
梅
山
里
四
神
塚
の
壁
画

の
よ
う
に
、
座
床
の

一
番
右
側
に
墓
主
人
が
座
り
、
そ
の
左
に
は
三
人
の

夫
人
が
並
ん
で
座
し
て
い
る
。
墓
主

の
右
側
か
ら
は
鞍
を
着
け
た
馬
を
左
手
で
牽
く
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
馬
牽
き
は
墓
主
の

方

に
向
か

っ
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
馬
は
墓
主
の
乗
る
馬
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
墓
主

の
乗
馬
と
い
う
点
に
お
い
て
、
鎧
馬
塚
に
描
か
れ
た
鎧
馬
も
、
冠
を
被

っ
た
墓
主
の
後
ろ
に
続
く
形
で
描

か
れ
て

お
り
、
鎧
馬
の
傍
ら
に
は

「冢
主
着
鎧
馬
之
図
」
と
い
う
墨
書

に
よ
る
傍
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
鎧
馬
が
墓
主
の
所
有
物

で
あ
る

こ
と
が
確
実
に
な
る
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
乗
馬

の
主
が
分
明
に
描
出
さ
れ
て
い
る
例
を
除
く
、
多
く
の
古
墳
壁
画
で
は
、
す
で
に
挙
例
し
た
上
で
分
析
し
た
よ
う

に
、
鎧
馬
す
な
わ
ち
、
馬
冑

・
馬
冑
を
着
け
た
馬
に
乗
る
人
士
に
対
し
、
そ
の
階
層
的
な
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
鎧

馬

は
車
馬
や
牛
車
に
駕
乗
し
た
墓
主
階
層
の
出
行
の
な
か
に
あ

っ
て
、
墓
主
を
侍
衛
し
つ
つ
、
官
秩

に
則

っ
た
威
儀
を
保
持
す
る
た
め

に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
跨
る
重
装
備

の
甲
胄
騎
士
も
ま
た
墓
主
に
従
う
存
在

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

正
史
を
中
心
と
し
て
、
時
期
的

に
ち
か
い
中
国
史
料
を
み
て
も
、
鎧
馬
は
戦
闘
に
あ
た

っ
て
、
鹵
獲
す
べ
き
価
値
を
有
す
る
存
在
で

あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
王
侯

の
交
渉
に
際
し
て
も
、
贈
与
の
対
象
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
鹵
獲
や
贈
与
の
対

象
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
必
ず
し
も
王
侯
が
鎧
馬
に
乗
る
こ
と
に
よ

っ
て
み
ず
か
ら
の
官
秩
や
威
儀
を
示
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
鹵
簿
に
際
し
て
、
そ

の
主
と
な
る
王
侯
が
車
馬
に
駕
す
と
い
う

『晋
書
』
輿
服
志
の
記
載
や
安
岳
三
号
墳
を
典
型
と
す
る
高
句
麗
古

墳
壁
画
の
構
図
の
双
方

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

四
三



四
四

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
に
大
過
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
「冢
主
」
が
乗
る
鎧
馬
が
描
か
れ
て
い
る
鎧
馬
塚
の
壁
画

に
お
い
て
は
、
「
冢
主
」

そ

の
も
の
が

「鎧
馬
」
に
乗
る
べ
き
人
士
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
に
、
鎧
馬
塚
の
壁
画

に
描
か
れ
て
い
る
冠
を
被

っ
た
人
物
は
、
王
な
ど
の
高
位
の
人
物

で
は
な
く
、
鎧
馬

に
乗
る
べ
き
階
層

に
属

し

て
い
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
安
岳
三
号
墳
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
出
行
図
で
は
墓
主
は
車
馬
や
時

に
は
牛
車

に
駕
乗

す
る
構
図
が
あ
り
、
鹵

簿

の
主
人
そ
の
人
が
鎧
馬

に
跨
る
場
面
は
言
う
に
及
ぼ
す
騎
馬

の
姿
す
ら
描
か
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
王
侯
や
士
人
が
自
ら
の
官
秩

に

よ

っ
て
、
正
式
な
出
行
に
行
う
鹵
簿
に
お
い
て
、
そ
の
主
人
公
は
、
し
ば
し
ば
あ
げ
た

『晋
書
』
幽
ハ服
志

に
記

さ
れ
る
よ
う
な
規
定

に

則

っ
た
威
儀
を
正
し
た
行
列
を
編
成
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
鹵
簿
の
主
は
駕
乗
を
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ

る
。

も
ち
ろ
ん
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
出
行
図
は
中
華
世
界
の
鹵
簿
と
は
異
な
り
、
細
部
に
い
た
る
ま

で
、
そ
の
ま
ま
表
現
し

た
も
の
で
な
い
こ
と
は
当
然
考
慮
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
く
な
く
と
も
安
岳
三
号
墳
や
徳
興
里
古
墳
な
ど
の
よ
う
に

墓

主
が
漢
人

の
亡
命
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
中
華
の
王
朝
に
お
け
る
鹵
簿
の
様
体
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
高

句

麗
の
官
位
を
受
け
、
高
句
麗
社
会
の
中

で
の
自
ら
の
位
置
づ
け
が
進
ん
だ
と
み
ら
れ
る
徳
興
里
古
墳

の
墓
主

で
あ
る
鎮
の
墨
書
墓
誌

銘

に
儒

・
仏

・
道
三
教
に
由
来
す
る
語
句
や
文
章
が
認
め
ら
れ
、
亡
命
漢
人
で
あ
る
墓
主

「鎮
」
を
包
摂
す
る
社
会
が
士
大
夫
的
な
教

　れ
　

養

や
思
想
の
系
譜

の
下
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
鎧
馬
塚
の
墓
主
は
鹵
簿
に
伴
い
、
そ
の
主
を
侍
衛
す
る
役
割
を
も
つ
人
士
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て

き
た
よ
う
に
い
か
に
色
彩
豊
か
な
冠
を
被

っ
て
描
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は

「宝
冠
」
を
被

っ
た
王
な
ど
で
は
あ
り
え
ず
、
鎧
馬

に
跨

り
、
戦
闘
で
は
敵
の
鎧
馬
と
勇
敢
に
戦

い
、
時
に
は
鹵
簿
に
あ

っ
て
主
人
を
侍
衛
す
る
人
々
で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

そ
し
て
、
中
華
世
界
の
士
大
夫
た
る
こ
と
を
価
値
観
の
中
心

に
お
い
た
亡
命
漢
人
た
ち
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
安
岳
三
号
墳
に
も
徳
興



里
古
墳
も
、
鹵
簿

の
行
列
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
墓
主
た
ち
の
自
己
確
認
の
拠
り
所
と
し
た
の
で
あ
り
、

い
っ
ぽ
う
鎧
馬
塚
の

墓

主
は
彼
ら
と
は
異
な
り
、
鎧
馬
の
主
で
あ
る
こ
と
を
壁
画
に
よ

っ
て
示
す

べ
き
武
人
の
階
層

に
属
し
た
人
士

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
人
物

の
階
層
差
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
専
論
が
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
墓
主
な
ど
が
該
当
す
る

「座
食
者
」
た
る
支
配
階
層
、
墓
主
に
近
侍
す
る
人
々
を
中
心
と
し
た
中
間
階
層
、
そ
の
下
位

に
あ
る

一
般

の

「
民
」
階
層
、
最
下
層

　　
　

た
る
奴
婢
と
い
う
基
本
的
な
認
識
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
世

の
身
分
階
層
を
前
提
と
し
た
基
礎
的
な
分
類
で
あ
る
こ
と
と
服
飾
や
労

働

の
場
面
な
ど
か
ら
の
類
推

に
よ

っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
止
揚
す
べ
く
本
論

で
は
古
墳
壁
画
の
課
題
と
構
図

の
図
像
学
的
な
解
析

に

よ

っ
て
、
鎧
馬
を
従
え
た
行
列
の
主
と
、
鎧
馬
そ
の
も
の
に
騎
乗
す
る
人
物
と
い
う
両
種
の
人
士
の
姿
を
抽
出

し
え
た
。
こ
れ
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
当
時
の
高
句
麗
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
両
様
の
階
層
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
鎧
馬
塚
は
五
～
六
世
紀

に
か
け
て
の
高
句
麗
古
墳

の
石
室
の
中
で
規
模
と
し
て
は
小
さ
く
な
く
、

そ
の
被
葬
者
は
王
や
王

族

の
よ
う
な
最
高
位
の
階
層
で
は
な
く
と
も
、
鎧
馬
に
乗
り
、
鹵
簿
や
戦
闘

に
参
加
す
る
人
士
で
あ

っ
て
、
相
対
的
に
は

一
定

の
階
層

に
属
し
た
こ
と
も
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
鎧
馬
塚
は
平
面
正
方
形
の
単
室
墓
で
、
天
井
は
平
行
三
角
持
送
り
の
構

造
を
と
り
、

こ
の
よ
う
な
類
型
の
石
室
は
六
世
紀
代
の
平
壌
地
域
に
多
く
分
布
す
る
と
さ
れ
、
被
葬
者
階
層
と
し
て
、
王
族
や
有
力
官

お
　

人
層
を
想
定
す
る
論
が
あ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
高
句
麗
古
墳

の
中
に
は
徳
興
里
古
墳

の
墓
誌
に
み
ら
れ
る

「
国
小
大
兄
」
や
牟
頭
婁
塚

の
墓
誌
の

「大
使
者
」

の
よ
う
に
被
葬
者
の
官
位
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
高
句
麗
の
官
位
は
時
期

に
よ

っ
て
等
級
の
体
系

が
異
な
る
が
、

こ
れ
ら

　ま

の
両
墳

に
時
期
的
に
ち
か
い
六
世
紀

の
官
位
制
は
十
三
等
に
復
原
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
適
用
す
る
と
、
徳
興

里
古
墳
の

「大
兄
」
が

あ
　

第
七
等
、
牟
頭
婁
塚
の

「大
使
者
」
が
第
六
等

の
官
位
と
な
る
。

高
句
麗
官
位
制
の
階
層
性
に
つ
い
て
は
、
武
田
幸
男
氏

の
詳
細
な
論
及
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
上
級
の
五
官
位
は

「機
密
を
掌

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

四
五
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っ
て
、
政
治
を
謀
り
、
兵

〔馬
〕
を
徴
発
し
て
官
爵
を
選
授
す
L
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
軍
事

・
政
治
を
は
じ
め
、
国
家
の
枢
機
を
集
中

的

に
掌
握
し
た
特
権
階
層
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
第

二
階
層
と
し
て
、
そ
の
下
位
の
六
、
七
等
の
階
層

が
次
官
級
で
あ
り
、
高

句
麗
地
方
官
を
担
当
す
べ
き
階
層

で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
第
三
階
層
と
し
て
は
、
十

一
等
の

「小
兄
」
を
境
に
そ
れ
以
上

の
官
位
を
有

　お
　

す

る
者
が

「国
子
博
士

・
大
学
士

・
舎
人

・
通
事

・
典
客
」
と
い
っ
た
実
務
的
な
職
を
担
当
し
、
ま
た
、
土
木

工
事
な
ど
は
九
等

(上

位
使
者
)
以
下
の
階
層
が
担
当
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
十
三
等

(先
人
)
以
上
が
第
四
階
層
で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
よ
る
と

「大
使

　　
　

者
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
墓
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
牟
頭
婁
は
典
型
的
な
中
堅
氏
族
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

時
期
的
な
相
違
は
あ
る
が
、
墓
主
そ
の
も
の
が
鎧
馬
の
騎
乗
階
層
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
確
な
鎧
馬
塚
は
、
石
室

の
規
模
の
点

か
ら
み

る
と
、
徳
興
里

(玄
室

一
辺
約
三

・
三
メ
ー
ト
ル
)、
牟
頭
婁
塚

(玄
室
平
面
で
三

・
一
×
二

・
九
メ
ー
ト

ル
)
よ
り
も
、
や
や
玄
室

が
小
さ
い

(玄
室
平
面
で
二

・
九

×
二

・
五
)
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
、
第
七
等
か
そ
の
下
位
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
官
人
と
し
て
は
中

堅
階
層

に
属
し
た
と
想
定
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
鎧
馬
そ
の
も
の
に
騎
乗
す
る
墓
主
の
階
層
が
高
句
麗
で
も
最
上
位

の
官

位
を
有
す
る
階
層
で
は
な
く
、
第
二
階
層
に
属
す
る
中
層
の
官
人
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
鎧
馬
が
描
か
れ
た
古
墳
壁
画
は
、
中
国
大
陸

に
所
在
す
る
魏
晋
期
の
壁
画
墓
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
は
な
く
、
安
岳
三
号

　ガ
　

墳

か
ら
創
始
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
存
外

に
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
看
過

で
き
な

い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
出
行
図
に
表
さ
れ
た
鹵
簿

の
隊
列
に
鎧
馬
を
加
え
た
の
は
、
慕
容
銑
勢
力
か
ら
高
句
麗

へ
の
亡
命
漢
人
た
る
冬

(侈
)
寿

の
墓
か
ら
で
あ
り
、
彼
が
生
の
前
半
を
送

っ
た
遼
西
地
域
は
現
在
知
ら
れ
る
馬
胄
の
な
か
で
、
も

っ
と
も
時
期

が
さ
か
の
ぼ
る
遺
品
が

出
土
し
た
前
燕
代
に
属
す
朝
陽

・
十

二
台
郷
磚
廠
八
八
M

一
な
ど
の
分
布
す
る
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
馬
冑
が
安
岳
三
号
墳
の

鎧
馬
図
と
関
係
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
馬
胄

・
馬
甲
は
遼
西
地
域

の
前
燕
の
系
統
に
属
し
、
前
燕
建
国
前
後
の
騎
兵
装
備
を
反
映
し
て

な
　

い
る
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぼ
う
で
は
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
鎧
馬
の
な
か
で
も
、
四
世
紀
中
葉
の
安
岳
三
号
墳
や
五
世
紀
前
葉
の
徳
興
里
古
墳



の
鎧
馬
に
は
戦
闘
の
際

に
必
須
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
鐙
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
五
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
頃
の
長

川

一
号
墳

の
狩
猟
図

の
騎
馬
に
は
鐙
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
高
句
麗
で
は
こ
の
間
に
鐙
が
広
く
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
を
強
調
す
る
見
解
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
契
機
と
し
て
は
高
句
麗
軍
に
よ
る
北
燕
の
首
都
掌
握
に
よ
る
北
燕
の
高
位
階
層
の

高
句
麗
移
住
や
、
北
魏
と
高
句
麗
と
の
軍
事
的
緊
張
関
係
な
ど
の
軍
事
的
、
政
治
的
な
原
因
に
よ

っ
て
、
北
燕

や
北
魏
か
ら
鐙
を
用

い

　ぬ
　

た
乗
馬
技
術
が
高
句
麗
に
流
入
し
た
と
す
る
。

現
時
点
で
は
、
高
句
麗
の
馬
冑

・
馬
甲
が
前
燕
の
系
統
と
す
る
考
説

に
つ
い
て
は
考
古
学
資
料
か
ら
は
可
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
の
出
現
と
鎧
馬
騎
乗
階
層
の
位
置
づ
け
を
行
う
な
ら
ば
、
中
原
地
域
で
戦
闘
に
お
け

る
鹵
獲
や
功
績

に
対
す
る
賜
与
な
ど
の
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
た
鎧
馬
が
、
さ
ら
に
遼
西
地
域
で
の
流
行
と
重
用
を
経
て
、
そ
の
地
か

ら
の
亡
命
人

に
よ

っ
て
壁
画
の
鹵
簿
図

に
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
壁
画

の
画
面
上
に
お
い
て
、

鎧
馬
を
従
え
た
行
列
の
主
た
る
墓
主

の
図
像
と
鎧
馬
そ
の
も
の
に
騎
乗
す
る
人
物
の
描
画
を
対
照
的
に
配
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
両
者

の
階
層
性
を
際
立
た
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
た
と
考
え
る
。

付
随
す
る
問
題
と
し
て
、
朝
鮮
三
国
時
代
の
他
地
域
の
鎧
馬
騎
乗
階
層
と
の
比
較
す
る
と
、
戦
闘
形
態
や
戦
術
と
し
て
、
四
世
紀
代

に
高
句
麗

に
導
入
さ
れ
た
鎧
馬
を
用
い
た
重
装
騎
兵
が
、
朝
鮮
半
島
南
部
地
域
で
は
、
戦
時
の
軍
兵

の
編
成
と
し
て
よ
り
も
、
高
位
階

　　
　

層
に
よ
る
領
域
内
の
統
制
手
段
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
馬
冑
や
馬
甲
が

一
種
の
威
信
財
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
が
正
鵠
を
射

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
本

論
の
検
討
と
は
異
な
る

問
題
で
あ
る
が
、
馬
冑

・
馬
甲
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
実
際

に
陜
川

・
玉
田
古
墳
群
や
釜
山

・
福
泉
洞
古
墳
群
な
ど
の
著
名
な
遺
例
を
み

て
も
、
加
耶
地
域
で
は
集
団

に
お
け
る
最
高
階
層
が
鎧
馬
に
騎
乗
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
く
に
首
長
層
を
含
め
た
墳
墓

の
階
層
性
が
時
系
列
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
陜
川

・
玉
田
古
墳
群
で
は
、
五
世
紀
前
半
代
に
は
首
長
墓
に
馬
冑

の
副
葬
が
見
ら
れ
、
五

　れ
　

世
紀
末
に
は
王
陵
と
さ
れ
る
M
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
馬
胄

・
馬
甲
の
双
方
が
副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

四
七



四
八

本
論
で
論
じ
て
き
た
高
句
麗
に
お
け
る
鎧
馬
騎
乗
階
層
と
は
異
な
り
、
す
く
な
く
と
も
加
耶
地
域

で
は
首
長
層
が
自
ら
鎧
馬
に
騎
乗
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
高
句
麗
と
は
異
な

っ
た
階
層
に
鎧
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
他
地
域
と

の
比
較
に
よ

っ
て
も
、
高
句
麗
に
お
け
る
鎧
馬
騎
乗
層
の
階
層
的
特
質
が
明
ら
か
に
で
き
る
。

結

語

本
論
で
は
と
く
に
高
句
麗
古
墳
壁
画

に
描
か
れ
た
鹵
簿
の
構
図

に
伴
う
鎧
馬
の
位
置
づ
け
と
鎧
馬
塚
の
墓
主

が
鎧
馬
の
騎
乗
階
層
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
鎧
馬

に
ま
た
が
る
墓
主
の
階
層
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、
古
墳
壁
画
の
中
の
鹵
簿

に

お
け
る
鎧
の
位
置
づ
け
と
意
味
、
そ
し
て
鎧
馬
図
と
そ
の
騎
乗
階
層

の
特
定
に
よ

っ
て
、
壁
画
の
な
か
に
現
れ

た
高
句
麗
の
階
層
構
成

に
対
す
る
復
元
研
究

の

一
端
を
披
瀝
し
た
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
高
句
麗
古
墳
壁
画

に
描
か
れ
た
鎧
馬
図
を
抽
出
し
、
墓
主

の
行
列
に
伴
う
隊
列
か
、
ま
た
は
墓
主
そ
の
人
が
単

独
に
騎
馬
す
る
像
か
な
ど
に
よ

っ
て
、
鎧
馬
と
墓
主
と
の
関
係
性
を
類
別
し
た
。

次
に
中
国
史
料
に
み
え
る
鎧
馬
の
記
載
を
博
覧
し
、
鎧
馬
に
関
し
て
は
王
や
皇
帝

の
騎
乗
に
関
わ
る
直
接

の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ず
、
戦
闘
に
際
し
て
鹵
獲
さ
れ
、
ま
た
、
停
戦
の
交
渉
に
際
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
り
、
報
償
の
た
め
に
賜
与

さ
れ
る
場
合
が
多

い
こ

と
を
示
し
、
中
国
に
お
け
る
鎧
馬

の
階
層
的
な
位
置
づ
け
と
価
値
を
示
し
た
。

続
い
て
、
高
句
麗
古
墳
壁
の
図
像
学
的
な
分
析

に
よ

っ
て
、
鎧
馬
に
騎
乗
す
る
墓
主

の
階
層
が
、
鹵
簿
を
構
成
す
る

一
員
で
あ
り
、

鹵
簿
の
主
と
は
階
層
的
な
上
下
関
係

に
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
墓
主
と
彼
が
乗
る

べ
き
鎧
馬
が
描
か
れ
て

い
る
鎧
馬
塚
の
被
葬
者
は
高
句
麗
の
王
や
王
族

の
よ
う
な
最
高
位
で
は
な
い
が
、
鎧
馬

に
乗
り
、
鹵
簿
や
戦
闘

に
参
加
す
る
中
位
の
官

位

を
も

つ
階
層
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
加
耶
地
域
で
は
高
句
麗
と
は
異
な
り
、
首
長
層
が
鎧
馬

に
騎
乗
す
る
と
い
う
階



層
的
な
特
質
を
示
し
、
高
句
麗
と
の
差
異
を
顕
著
に
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
物
群
を
図
像
学
的
に
解
析
し
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
壁
画
を
当
該
時
期
の
社
会
、
制
度
の
研
究
材
料
と
昇
華
す
る

こ
と
が
で
き
、
高
句
麗
の
み
な
ら
ず
壁
画
研
究

に
お
い
て
、
向
後
、
多
く
の
展
開
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
る
。

註(1
)

田
疇
農

「高
句
麗
壁
画
に
現
れ
る
武
器
と
武
装
」
『文
化
遺
産
』

一
九
五
八
-
六
、

一
九
五
九
ー

一
*

堀
田
啓

一

「高
句
麗
壁
画
古
墳
に
み
る
武
器
と
武
装
-
特
に
安

岳
三
号
墳
と
薬
水
里
壁
画
古
墳
を
中
心
に
I
」
橿
原
考
古
学
研
究

所
編

『橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
第
四
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七

九
年堀
田
啓

一

「古
代
日
朝
の
馬
冑
に
つ
い
て
」
橿
原
考
古
学
研
究

所
編

『橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
第
七
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八

四
年金
日
成
総
合
大
学
編

『五
世
紀
の
高
句
麗
文
化
』
呂
南
詰

・
金

洪
圭
訳
、
雄
山
閣
出
版
、

一
九
八
五
年

(2
)

神
谷
正
弘

「日
本

・
韓
国
出
土
の
馬
胄

・
馬
甲
」
森
浩

一
編

『埋
も
れ
た
馬
文
化
』
馬
の
文
化
叢
書

一

古
代
、
馬
事
文
化
財

団
、

一
九
九
三
年

初
出
は

一
九
九
二
年

(3
)

金
宰
佑

「嶺
南
地
方
の
馬
冑
に
つ
い
て
1
金
海
大
成
洞
古
墳
出

土
馬
冑
を
素
材
と
し
て
l
」
『嶺
南
考
古
学
』
三
五
、
二
〇
〇
四

年
*

(4
)

金
斗
詰

「
一
人
騎
乗
の
重
装
騎
兵
」
李
蘭
暎

・
金
斗
詰

『韓
国

の
馬
具
』
馬
文
化
研
究
叢
書
皿
、
韓
国
馬
事
会

・
馬
事
博
物
館
、

一
九
九
三
年
*

金
斗
詰

「四
世
紀
後
半
～
五
世
紀
初
め
の
高
句
麗

・
加
耶

・
倭

の
武
器

・
武
装
体
系
比
較
」
韓
日
関
係
史
研
究
論
集
編
纂
委
員
会

編

『広
開
土
大
王
碑
と
韓
日
関
係
』
韓
日
関
係
史
研
究
論
集

一
、

景
仁
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
*

(5
)

本
論
に
お
け
る
北
朝
鮮
所
在
の
高
句
麗
壁
画
古
墳
に
つ
い
て
、

壁
画
の
詳
細
な
観
察
は
註
に
引
用
し
た
各
報
告
書
以
外
に

『朝
鮮

遺
跡
遺
物
図
鑑
』
2

「高
句
麗
編
」、
高
麗
電
子
出
版
社
版

(編

著
者
表
記
な
し
)
を
適
宜
拡
大
し
て
行
な
っ
た
。
そ
の
他
に
は
下

記
文
献
掲
載
の
図

・
写
真
を
参
照
し
た
。

金
基
雄

『朝
鮮
半
島
の
壁
画
古
墳
』
六
興
出
版
、

一
九
八
〇
年

崔
茂
蔵
、
イ
ム

・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
編

『高
句
麗
壁
画
古
墳
』
新
書

景
、

一
九
九
〇
年
*

韓
国
放
送
公
社
編

『高
句
麗
古
墳
壁
画
と
高
句
麗
特
別
展
』
図

録
、

一
九
九
四
年
*

(6
)

岡
崎
敬

「安
岳
第
三
号
墳
(冬
寿
墓
)
の
研
究
ー
そ
の
壁
画
と
墓

誌
銘
を
中
心
と
し
て
l
」
『史
淵
』
九
三
、

一
九
六
四
年

(7
)

岡
崎
敬

「安
岳
第
三
号
墳
(冬
寿
墓
)
の
研
究
1
そ
の
壁
画
と
墓

誌
銘
を
中
心
と
し
て
l
」
(前
掲
)

(8
)

菅
谷
文
則

「安
岳
三
号
墳
出
行
図
札
」
『清
渓
史
学
』
十
六

・

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

四
九



五
〇

一
七
、
二
〇
〇
二
年

菅
谷
文
則

「晋
の
威
儀
と
武
器
に
つ
い
て
」
『古
代
武
器
研
究
』

1
'
1-10
0
0
年

(9
)

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院

・
朝
鮮
画
報
社

『徳

興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』
講
談
社
、

一
九
八
六
年

(10
)

朝
鮮
総
督
府

『朝
鮮
古
蹟
図
譜
』

一
、

一
九

一
五
年

(11
)

朝
鮮
民
社
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
考
古
学
お
よ
び
民
俗
学
研

究
所

「平
安
南
道
龍
岡
郡
大
安
里

一
号
墳
発
掘
報
告
」
『大
同
江

お
よ
び
載
寧
江
流
域
古
墳
発
掘
報
告
』
考
古
学
資
料
集
第
二
集
、

一
九
五
九
年
*

(12
)

田
疇
農

「大
同
郡
八
清
里
壁
画
墓
」
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
科
学
院
考
古
学
お
よ
び
民
俗
学
研
究
所

『考
古
学
資
料
集
3
各

地
遺
跡
整
理
報
告
』

一
九
六
三
年
*

(13
)

朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
編
纂
委
員
会

「
八
清
里
壁
画
墓
」
『朝
鮮

遺
跡
遺
物
図
鑑
』
六

・
高
句
麗
編
四
、

一
九
九
〇
年
*

(14
)

王
承
礼

・
韓
淑
華

「吉
林
輯
安
通
溝
第
十
二
号
高
句
麗
壁
画

墓
」
『考
古
』

一
九
六
四
-
二
*

(15
)

朱
栄
憲

「薬
水
里
壁
画
古
墳
発
掘
報
告
」
『各
地
遺
跡
発
掘
報

告
』
科
学
院
出
版
社
、

一
九
六
三
年

(16
)

関
野
貞
ほ
か

「高
句
麗
時
代
之
遺
跡
」
朝
鮮
総
督
府

『古
蹟
調

査
特
別
報
告
』
五
、

一
九
三
〇
年

(17
)

関
野
貞

『朝
鮮
の
建
築
と
芸
術
』
岩
波
書
店
、

一
九
四

一
年
四

一
一
～
四

一
六
頁

(18
)

金
基
雄

『朝
鮮
半
島
の
壁
画
古
墳
』
(前
掲
)

(19
)

朱
栄
憲

『高
句
麗
の
壁
画
古
墳
』
永
島
暉
臣
慎
訳
、
学
生
社
、

一
九
七
二
年

(20
)

金
元
龍

『韓
国
壁
画
古
墳
』

一
志
社
、

一
九
八
〇
年
*

(21
)

李
殿
福

「集
安
高
句
麗
墓
研
究
」
『考
古
学
報
』

一
九
八
〇
ー

二
*

(22
)

緒
方
泉

「高
句
麗
古
墳
群
に
関
す
る

一
試
考
(上
)
1
中
国
集
安

県
に
お
け
る
発
掘
調
査
を
中
心
に
し
て
I
」
「高
句
麗
古
墳
群
に

関
す
る

一
試
考
(上
)
1
中
国
集
安
県
に
お
け
る
発
掘
調
査
を
中
心

に
し
て
l
」
『古
代
文
化
』
三
七
-

一
、
三
、

一
九
八
五
年

(23
)

東
潮

「第
三
章

高
句
麗
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
墳
の
出
現
と

展
開
」
『高
句
麗
考
古
学
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
七
年
、

(24
)

菅
谷
文
則

「安
岳
三
号
墳
出
行
図
札
」

(前
掲
)

菅
谷
文
則

「晋
の
威
儀
と
武
器
に
つ
い
て
」
(前
掲
)

(25
)

小
林
聡

「西
晋
に
お
け
る
礼
制
秩
序

の
構
築
と
そ
の
変
質
」

『九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
〇
、
二
〇
〇
二
年

(26
)

陶
淵
明

「帰
田
園
居

・
其
二
」

(27
)

陶
淵
明

「飲
酒
二
十
首
並
び
に
序

・
其
五
」

(28
)

『三
国
志
』
卷
六

・
魏
書
六

・
董
卓

天
子
走
陝
、
北
渡
河
、
失
輜
重
、
歩
行
、
唯
皇
后
貴
人
従
、
至
大

陽
、
止
人
家
屋
中
。
奉
、
暹
等
遂
以
天
子
都
安
邑
、
御
乗
牛
車
。

(29
)

『晋
書
』
卷
二
十
五

・
志
第
十
五

・
輿
服

古
之
貴
者
不
乗
牛
車
、
漢
武
帝
推
恩
之
末
、
諸
侯
寡
弱
、
貧
者
至

乗
牛
車
、
其
後
稍
見
貴
之
。
自
霊
献
以
来
、
天
子
至
士
遂
以
為
常

乗
、
至
尊
出
朝
堂
挙
哀
乗
之
。

(30
)

劉
永
華

「牛
車
与
其
他
畜
力
車
」
『中
国
古
代
車
輿
馬
具
』
上

海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
*

(31
)

『三
国
志
』
巻
二
七

・
魏
書
二
七

・
王
昶

於
是
昶
使
積
弩
同
時
倶
発
、
賊
大
将
施
績
夜
遁
入
江
陵
城
、
追
斬



数
百
級
。
昶
欲
引
致
平
地
与
合
戦
、
乃
先
遣
五
軍
案
大
道
発
還
、

使
賊
望
見
以
喜
之
、
以
所
獲
鎧
馬
甲
首
、
馳
環
城
以
怒
之
、
設
伏

兵
以
待
之
。
績
果
追
軍
、
与
戦
、
克
之
。

(32
)

『晋
書
』
卷

一
〇
四

・
載
記
四

・
石
勒
上

鮮
卑
入
屯
北
塁
、
勒
候
其
陣
未
定
、
躬
率
将
士
鼓
譟
于
城
上
。
会

孔
萇
督
諸
突
門
伏
兵
倶
出
撃
之
、
生
攜
遂
奔
散
。
萇
乘
勝
追
撃
、

枕
末
枉
、
就
六
眷
等
尸
三
十
余
里
、
獲
鎧
馬
五
千
匹
。

(33
)

『晋
書
』
卷
六
三

・
列
傳
三
三

・
段
匹
殫

劉
逼
洛
陽
、
王
浚
遣
督
護
王
昌
等
率
疾
陸
眷
及
弟
文
鴦
、
従
弟
末

胚
攻
石
勒
於
襄
国
。
勒
敗
還
塁
、
末
枉
追
入
塁
門
、
為
勒
所
獲
。

勒
質
末
杯
、
遣
使
求
和
於
疾
陸
眷
。
疾
陸
眷
将
許
之
、
文
鴦
諌
日
、

受
命
討
勒
、
寧
以
末
杯
二

人
、
故
縱
成
擒
之
寇
既
失
浚
意
且
有
後

憂
、
必
不
可
許
。
疾
陸
眷
不
聴
、
以
鎧
馬
二
百
五
十
匹
、
金
銀
各

一
麓
贖
末
枉
。

『晋
書
』
卷
三
十
九

・
列
伝
九

・
王
沈
/
子
浚

末
胚
逐
北
入
其
塁
門
為
勒
所
獲
。
勒
質
末
桎
、
遣
問
使
求
和
、
疾

陸
眷
遂
以
鎧
馬
二
百
五
十
匹
、
金
銀
各

一
麓
贖
末
枉
、
結
盟
而
退
。

(34
)

『晋
書
』
卷

一
一
六

・
載
記
十
六

・
姚
弋
仲

弋
仲
率
其
部
、
八
千
余
人
屯
于
南
郊
、
軽
騎
至
鄰
。
時
季
龍
病
、

不
時
見
弋
仲
、
引
入
領
軍
省
、
賜
其
所
食
之
食
。
弋
仲
怒
不
食
、

日
召
我
撃
賊
、
豈
来
覓
食
邪
、
我
不
知
上
存
亡
、
若

一
見
、
雖
死

無
恨
。
左
右
言
之
、
乃
引
見
。
弋
仲
数
季
龍
日
、
児
死
来
愁
邪
、

乃
至
於
疾
。
児
小
時
不
能
使
好
人
輔
相
、
至
令
相
殺
。
児
自
有
過
、

責
其
下
人
太
甚
、
故
反
耳
。
汝
病
久
、
所
立
児
小
、
若
不
差
、
天

下
必
乱
。
當
宜
憂
此
、
不
煩
憂
賊
也
。
犢
等
因
思
帰
之
心
、
共
為

姦
盜
、
所
行
残
賊
、
此
成
擒
耳
。
老
羌
請
效
死
前
鋒
、
使

一
挙
而

了

。
弋
仲

性

狷
直
、

俗
無

尊
卑

皆

汝
之

、
季
龍

恕

而
不
責

、
於

坐

授

使
持
節

、

侍
中
、

征

西
大
将

軍
、

賜

以
鎧

馬
。

弋
仲

日
、

汝
看

老

羌
堪
破

賊

以
不
、

於

是
貫
錚

跨

馬
于
庭

中
、

策

馬
南
馳

、

不
辞

而
出

、
遂

滅

梁
犢
。

以
功

加
剣

履

上
殿

、
入
朝

不

趨
、
進

封

西
平

郡

公
。

(
35
)

楊

泓

『
中

国
古
兵

器
論

叢

(増
訂

本
)
』

文
物

出

版
社
、

一
九

八

五
年

*

(原
著

は

一
九

八
〇
年
刊

)

原
著

の
日
本

語
訳

は
網

干
善

教
監

訳

・
喜
多

村
多

加
史

訳

『
中

国
古

兵
器

論
叢

』
関

西
大

学
出

版
部

、

一
九

八
五
年

「
甲
騎

具
装
」

に

つ
い
て
、
楊

泓
氏

は

『
宋
史

』

の
例
を

あ
げ

て

い
る
が
、

『新

唐
書

』

に
お

い
て
、

す

で

に
用

い
ら

れ

て

い
る
。

『宋

史
』

で
は
、
巻

一
四
五

・
志
九

八

・
儀

三

・
国
書
鹵

簿

お
よ

び
巻

一
四

八

・
志

一
〇

一
・
儀

・
鹵

簿

儀

服
、

『新

唐

書
』

で
は

巻

二
一二
上

・
志

コ
ニ
上

・
儀

上

・
駕

に
そ
れ

ぞ
れ

「
甲
騎

具
装

」

の
語

が
現

れ

る
。

(
36
)

『宋

書

』
巻

七
六

・
列

伝
三

六

・
宋

慇

(元
嘉

二
十

二
年

)
林

邑

王
范
陽

邁
傾

国
来

拒
、

以
具

装
被

象
、
前

後
無

際
、

士
卒

不
能

當
、

日
吾

聞
師

子
威

服
百

獣
、

乃
製

其
形

、

象
相

禦
、

象
果
驚

奔

、
因

潰
散

、
遂

克
林

邑
。

(
37
)

『南

斉
書

』
巻

七

・
本
紀

七

・
東
昏

侯

(
38
)

『晋

書
』

輿

服
志

(
39

)

南

京
博

物

院

「
江
蘇

丹

陽
胡

橋

南
朝

大

墓

及

磚

刻
壁

画

」

『
文

物
』

一
九

七

四
ー

二

*

(
40
)

門

田
誠

一

「徳

興

里
古
墳

築

造

に
お

け
る
葬

送

と
造
墓

の
思
想

的
背

景

-
墓

誌

銘

の
出

典
論

的

研
究

に
よ

る
接

近

I
」

『
考
古

学

に
学

ぶ

11
』
同

志
社

大
学
、

二
〇
〇

三
年

高
句
麗
古
墳
壁
画
に
お
け
る
鎧
馬
図
考

五

一



門
田
誠

一
「徳
興
里
古
墳
墓
誌
銘
文
に
み
る
士
大
夫
的
精
神
」

『か
に
か
く
に
』
八
賀
晋
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
、
同
刊
行
委
員

会
、
二
〇
〇
四
年

(
41
)

ク
ム

・
キ
ョ
ン
ス
ク

「高
句
麗
古
墳
壁
画
に
現
れ
た
人
物
像
と

身
分
」
『韓
国
史
学
報
』
二
一
、
二
〇
〇
五
年
*

(
42
)

東
潮

「第
三
章

高
句
麗
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
墳
の
出
現
と

展
開
」
(前
掲
)

(
43
)

武
田
幸
男

「第

=
二
章

高
句
麗
官
位
制
の
史
的
展
開
」
『高

句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年

(
44
)

東
潮

「第
三
章

高
句
麗
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
墳
の
出
現
と

展
開
」
(前
掲
)

(45
)

『翰
苑
』
所
引

『高
麗
記
』

(46
)

武
田
幸
男

「第

=
二
章

高
句
麗
官
位
制
の
史
的
展
開
」
(前

掲
)な
お
、
考
古
学
的
観
点
に
よ
る
集
安
所
在
の
高
句
麗
古
墳
の
階

層
性
に
つ
い
て
は
下
記
の
論
考
が
あ
る
。

木
村
光

一
「高
句
麗
社
会
層
の
研
究
-
集
安
洞
溝
地
区
か
ら
み

た
I
」
『古
文
化
談
叢
』
三
〇

(上
)、

一
九
九
三
年

(47
)

柳
涵

「北
朝
的
鎧
馬
騎
俑
」
『考
古
』

一
九
五
九
-
二
*

五
二

(48
)

田
立
坤

・
張
克
挙

「前
燕
的
甲
騎
具
装
」
『文
物
』

一
九
九
七

ー

=

*

(49
)

徐
栄
教

「高
句
麗
騎
兵
と
鐙
子
ー
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
分
析
を

中
心
に
l
」
『歴
史
学
報
』

一
八

一
'
二
0
0

1
年
*

(50
)

金
斗
詰

「三
国
時
代
の
戦
団
構
成
と
戦
闘
形
態
」
『古
代
の
戦

争
と
武
器
』
第
五
回
釜
山
福
泉
博
物
館
学
術
発
表
大
会
、
二
〇
〇

一
年
*

(51
)

趙
栄
済

「玉
田
古
墳
群
の
階
層
分
化

に
対
す
る
研
究
」
『嶺
南

考
古
学
』
二
〇
、

一
九
九
七
年
*

(末
尾
に
*
を

つ
け
た
文
献
は
外
国
文
)

図
出
曲
パー
図
は
註
(5
)
に
あ
げ
た
文
献
に
よ
り
、
適
宜
改
変
し
て
使
用

し
た
。

〔付
記
〕
本
論
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
◎

「中
国
壁
画

墓
と
の
図
像
学
的
比
較
に
よ
る
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
研
究
」
(平

成
十
六
年
～
十
九
年
度
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


